
西日本の山里にややまれな多年草。葉はしばしば赤紫色を帯び、櫛の歯状に羽状深裂する。総苞外片は
長さ内片の1/2に達せず、広卵形で鈍頭。先端に小型の小角状突起があるかまたはなく、圧着する。

10ヶ所以上で現存しているが、シカの採食により消失
した生育地もある。確実な産地は但馬に限られる。
2020年度版で要調査からCランクに変更した。

草原環境の維持とシカの採食による影響の抑制が重要
である。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

神戸市、宝塚市、猪名川町、三木市、赤穂市、宍粟市、豊岡
市、養父市、香美町、新温泉町、丹波市

■ 国内分布

本州（北陸、近畿、中国）、四国

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

キク科

兵庫県ランク…クシバタンポポ
環境省ランク… －Taraxacum  pectinatum  Kitam.


